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作者が繰り返し論じている現実と虚構の狭間を漂うような人間の存在を浮かび上がらせる。 
これらの提出作品は、母国を離れ日本で学んだ作者特有の感性によってしか成されず、揺るぎない歴史を
持つ両国の伝統的な表現の融合は新たな領域を切り開いてくれると期待したい。 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
申請者は、中国の魯迅美術大学において彫刻の基礎を学び、2015年から本学の大学院美術研究科彫刻専攻
に籍を置き、主に木を用いた彫刻の研究に取り組んだ。研究活動を行う上で生じる両国間の造形感覚の違
い、素材に対する考え方の違いなど、様々な違いに戸惑いながらも、自身の表現の有り様について模索を続
け、京劇というテーマに辿り着いている。博士課程に進学後は、自国の伝統文化を創作の原点と強く位置づ
け、京劇と社会の関係性に目を向けながら、彫刻の研究に取り組んできた。京劇は、その歴史の中で、社会
状況を反映しながら変化し続けているが、根底に流れる精神性は連綿と受け継がれている。申請者は、木彫
が途絶えることなく発展してきた日本の彫刻の歴史と技術を学び、自国の文化と日本の文化を重ね合わせ、
その接合面に彫刻の可能性を見出そうとしている。提出された3点の木彫作品は、自国で学んできた彫刻の概
念を乗り越え、東アジアにおける木彫のあり方と、独自のスタイルを確立するための模索として受け取るこ
とができる。これらの彫刻はそれぞれに題材は異なるが、台座を含め、一木から彫り出されている。「天女散
花」、「北京の姫」、「春」は京劇 に登場する役者をモチーフとし、役者が身につけている装飾や道具などを巧
みに構成することで、京劇の舞台空間における動と静を表現している。荒削りな表現も見られるが、両国の
造形感覚の差異の中で生まれた、特徴ある彫刻表現となった。論文では、本研究に至るまでの経緯と自国文
化の考察、自身が影響を受けた作品などについて述べられている。特に、馬書林というアーティストが描く
絵画空間からの影響は本研究の造形に大きく影響しており、京劇の舞台上の空間把握方法のヒントとなって
いる。論文における考察の甘さは高く評価できるものではないが、これまであまり例のない題材への着眼点
やアプローチは評価に価する。審査員一同の総合的な判断として合格とした。 
 
 
